
平
成
十
九
年
度
陵
水
会
東
京
支
部

総
会
は
、
五
月
十
六
日
（
水
）、
午

後
六
時
か
ら
、
港
区
台
場
一
丁
目
、

ホ
テ
ル
日
航
東
京
に
お
い
て
開
催
さ

れ
る
。
今
回
の
当
番
幹
事
に
は
大
学

十
九
回
卒
業
生
が
当
る
。

特
別
講
演
の
講
師
に
は
、
北
海
道

東
海
大
学
大
学
院
国
際
地
域
学
研
究

科
教
授
・
川
崎
一
彦
氏
を
お
招
き
し

た
。「
長
命
か
ら
長
寿
へ
」
の
演
題

に
よ
り
、
会
員
の
多
く
の
関
心
事
に

つ
い
て
、
興
味
あ
る
内
容
が
講
演
さ

れ
る
。
同
教
授
は
滋
賀
大
学
経
済
学

部
十
九
回
の
ご
卒
業
で
あ
る
。

【
開
催
概
要
】

○
会
　
費

男
性
会
員
　
七
千
円

女
性
会
員
　
五
千
円

○
次
　
第

①
議
　
　
事

役
員
改
選
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報
告
お
よ
び
監
査
報
告

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
並
び
に

収
支
予
算
計
画
　
そ
の
他
事
務
局

か
ら
の
要
望
、
説
明
事
項

②
来
賓
挨
拶

滋
賀
大
学
経
済
学
部

長
　
福
田
敏
浩
教
授

③
特
別
講
演
「
長
命
か
ら
長
寿
へ
」

北
海
道
東
海
大
学
大
学
院
国
際
地

域
学
研
究
科
　
川
崎
一
彦
教
授

④
懇
親
会

参
加
者
全
員

祝
辞
と
乾
杯
　
堀
川
馨
陵
水
会
理

事
長

平
成
十
九
年
度
総
会
幹
事
を

担
当
す
る
に
当
っ
て

今
年
の
陵
水
会
東
京
支
部
総
会
の

当
番
幹
事
は
、
大
学
十
九
回
卒
業
生

（
昭
和
四
十
六
年
卒
業
）
が
、
担
当

し
ま
す
。
私
は
全
体
の
窓
口
役
と
な

っ
て
い
る
門
平
（
元
中
央
三
井
信
託

銀
行
）
で
す
。
私
は
昨
年
の
春
か
ら

夏
に
か
け
て
、毎
日
が
日
曜
で
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
十
八
回
卒
業
生
の

先
輩
か
ら
、
東
京
支
部
の
総
会
に
出

て
き
て
よ
と
、声
が
か
か
り
ま
し
た
。

時
間
は
掃
い
て
捨
て
る
ほ
ど
あ
り
ま

し
た
か
ら
、
気
軽
に
総
会
に
出
か
け

ま
し
た
と
こ
ろ
、
出
席
し
た
十
九
回

卒
業
生
は
、
た
ま
た
ま
私
一
人
で
し

た
。
総
会
の
司
会
者
に
、
次
回
の
幹

事
か
ら
一
言
ど
う
ぞ
と
紹
介
さ
れ
、

苦
し
紛
れ
に
「
次
回
も
今
年
同
様
し

っ
か
り
幹
事
を
や
り
ま
す
！
」
と
宣

言
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
同
期
の
皆
さ
ん
に
協
力

を
求
め
数
回
打
ち
合
わ
せ
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
第
一
回
は
、
昨
年
十
一

月
六
日
に
開
催
し
、
竹
森
二
郎
（
ア

イ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）、
寺
井
与

利
雄
（
三
井
住
友
海
上
き
ら
め
き
生

命
保
険
）、
稲
野
辺
敬
義
（
稲
野
辺

公
認
会
計
士
事
務
所
）、
井
上
博
之

（
東
洋
建
設
）、
田
原
俊
雄
（
西
野
商

事
）
の
諸
兄
が
馳
せ
参
じ
て
く
れ
ま

し
た
。
第
二
回
は
、
一
月
二
十
二
日

に
開
催
し
、
新
た
に
岡
廣
司
君
（
ナ

ガ
セ
エ
レ
ッ
ク
ス
）
が
加
わ
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
ん
な
経
緯
か
ら
、
私

と
し
て
も
一
抹
の
責
任
を
感
じ
、
ま

た
少
し
で
も
ご
恩
返
し
が
で
き
る
な

ら
と
思
い
、
窓
口
役
を
や
ら
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
会
う
人
も
お
り
、
あ
る
い
は
久
し

ぶ
り
（
人
に
よ
っ
て
は
卒
業
以
来
）

の
顔
合
わ
せ
で
、
ま
ず
自
己
紹
介
や

ら
近
況
報
告
や
ら
を
一
通
り
済
ま

せ
、
皆
で
力
を
あ
わ
せ
て
十
九
回
卒

の
幹
事
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

協
議
の
ポ
イ
ン
ト
は
三
点
、
①
会

場
、
②
講
演
会
の
講
師
、
③
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
す
。
ま
ず
、
①
会
場
は
、

数
ヶ
所
に
打
診
し
ま
し
た
。
そ
れ
な

り
の
場
所
で
そ
れ
な
り
の
催
し
を
や

る
に
は
、
相
応
の
予
算
が
必
要
で
す

が
、
竹
森
君
の
骨
折
り
で
何
と
か
予

算
内
で
、
ホ
テ
ル
日
航
東
京
と
い
う

豪
華
な
ホ
テ
ル
に
セ
ッ
ト
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
次
に
、
③
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
ど
う
す
る

か
、
や
る
な
ら
何
を
や
る
か
を
相
談

し
、
候
補
を
挙
げ
ま
し
た
。。
そ
の

中
か
ら
寺
井
君
の
紹
介
で
、
三
井
住

友
海
上
火
災
保
険
の
社
員
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
団
員
か
ら
数
人
の
室
内
楽
団

を
組
織
し
て
い
た
だ
き
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
最
も
悩
ん
だ
の
は
、
②
の
講

師
で
し
た
。
会
合
で
は
、
種
々
の
候

補
は
挙
が
る
の
で
す
が
、
現
実
に
は

諸
条
件（
予
算
・
日
程
・
テ
ー
マ
等
）

に
な
か
な
か
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
中
で
、
我
々
の
同
期
で

あ
る
川
崎
一
彦
君
が
、
た
い
へ
ん
興

味
あ
る
テ
ー
マ
を
研
究
し
て
い
る
と

い
う
話
し
が
出
ま
し
た
。
彼
は
、
北

海
道
東
海
大
学
の
教
授
で
、
社
会
福

祉
の
先
進
国
で
あ
る
北
欧
と
日
本
の

経
営
の
比
較
を
研
究
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
コ
ン
タ
ク
ト
を

と
る
と
、
幸
い
に
も
快
諾
し
て
く
れ

て
、「
長
命
か
ら
長
寿
へ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
験

を
ヒ
ン
ト
に
、
日
本
の
高
齢
社
会
を

ど
う
生
き
た
ら
い
い
か
に
つ
い
て
講

演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
時
宜
を
得

て
、
今
わ
れ
わ
れ
Ｏ
Ｂ
が
最
も
関
心

の
あ
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
同
期
も
大

変
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
間
十
一
月
十
五
日
に
は
、

東
京
支
部
の
役
員
幹
事
会
が
開
催
さ

れ
、
十
九
回
卒
業
生
が
五
人
出
席

―1―
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（
土
井
利
昭
〈
日
本
生
命
〉、
竹
森
、

寺
井
、
井
上
、
門
平
）
し
、
総
会
準

備
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
わ
れ
わ
れ
幹
事
は

右
往
左
往
し
な
が
ら
も
支
部
事
務
局

や
同
期
諸
兄
の
協
力
と
支
援
を
得

て
、
こ
こ
ま
で
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
の
課
題
は
、
皆
さ

ん
に
た
く
さ
ん
出
席
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
当
番

幹
事
の
わ
れ
わ
れ
が
団
結
し
て
事
に

当
ら
な
く
て
は
、と
い
う
こ
と
か
ら
、

三
月
八
日
に
赤
坂
で
幹
事
団
の
結
団

式
を
盛
大
に
開
催
し
、
総
会
に
向
け

て
大
い
に
盛
り
上
げ
る
こ
と
に
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
上
は
、
さ
ら
に
昨

年
素
晴
し
い
幹
事
役
を
果
た
さ
れ
た

十
八
回
卒
業
生
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て

来
年
幹
事
の
大
任
の
バ
ト
ン
を
引
き

継
ぐ
二
十
回
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に

は
、
多
く
の
出
席
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
し
、
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
支
部
会
員
の
多
く
の

方
々
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
五
月
十
六
日
の
総
会

に
は
、
皆
さ
ん
万
難
を
排
し
て
出
席

さ
れ
、
よ
き
学
生
生
活
の
思
い
出
を

語
り
、
あ
る
い
は
来
る
べ
き
高
齢
社

会
の
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
も
ら
い
、

必
ず
や
意
義
あ
る
一
夜
と
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
是
非
、
皆
さ
ん
五
月

十
六
日
、
会
場
で
お
会
い
い
た
し
ま

し
ょ
う
。

（
門
平
孝
二
郎
　
記
）

特
別
講
演
講
師

川
　
崎
　
一
　
彦

北
海
道
東
海
大
学
教
授

一
九
四
七
年
滋
賀
県
生
ま
れ
。
一

九
七
二
年
滋
賀
大
学
経
済
学
部
経
営

学
科
卒
業
。
日
本
貿
易
振
興
会
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
事
務
所

勤
務
。
北
海
道
東
海
大
学
助
教
授
を

経
て
九
三
年
か
ら
北
海
道
東
海
大
学

教
授
。

主
な
研
究
分
野
は
北
欧
と
日
本
の

企
業
経
営
の
比
較
。
東
海
大
学
知
的

財
産
教
育
研
究
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
、
札
幌
地
区
で
初
等
中
等

教
育
に
お
け
る
起
業
家
精
神
教
育
の

実
践
研
究
中
。

最
近
の
主
な
著
作
に
『
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
早
稲
田
大

学
出
版
部
）、『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら

学
ぶ
教
育
と
学
力
』（
明
石
書
店
）、

『S
oftlan

d
P
lan
for
H
ok
k
aid
o

』

（Japan
Spot

light
July-A

ugust

/2006

）
等
が
あ
る
。

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
学
会
理
事
、（
社
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
社
会
研
究
所
常
任
理

事
、（
社
）
北
方
圏
セ
ン
タ
ー
専
門

委
員
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
派
遣

教
授
、
は
ま
な
す
財
団
北
海
道
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
検
討
委
員
会
座
長
等
の
公

職
を
勤
め
ら
れ
て
い
る
。

【
同
教
授
か
ら
の
ご
挨
拶
と

講
演
内
容
要
旨
】

今
回
は
陵
水
会
東
京
支
部
の
会
に

お
招
き
を
戴
き
、
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
と
お
会
い
で
き
る

の
が
楽
し
み
で
す
。
私
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
人
と
結
婚
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
に
長
く
住
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ジ

ェ
ト
ロ（
日
本
貿
易
振
興
会
＝
当
時
）

に
勤
め
、
日
本
に
戻
る
つ
も
り
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
人
の
子
ど
も

は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
大
学
を
出
て
ス

ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
ご
縁
が
あ
り
、
一
九

八
八
年
か
ら
札
幌
の
北
海
道
東
海
大

学
で
研
究
と
教
育
に
携
わ
ら
せ
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。
札
幌
に
居
を
移
し

て
か
ら
も
年
に
二
―
三
ヶ
月
は
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
で
生
活
し
て
お
り
ま

す
。
私
自
身
も
「
団
塊
」
の
世
代
で

す
が
、
今
後
大
量
の
退
職
が
始
ま
り

ま
す
。
日
本
で
は
年
金
が
本
当
に
支

給
さ
れ
る
の
か
、
医
療
費
の
自
己
負

担
が
ど
こ
ま
で
上
が
る
の
か
、
消
費

税
も
上
が
り
そ
う
、
と
老
後
の
年
金

生
活
へ
の
不
安
が
つ
の
っ
て
い
ま

す
。
私
の
主
張
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下

の
二
点
で
す
。

・
福
祉
維
持
の
た
め
に
は
、
経
済
と

福
祉
の
両
面
で
の
政
策
対
応
が
必

要
・
自
己
の
価
値
観
と
生
き
が
い
を
持

つ
自
立
し
た
意
識
が
大
切

中
国
で
は
「
長
寿
」
と
「
長
命
」

を
使
い
分
け
し
ま
す
。
長
命
と
は
物

理
的
に
長
生
き
を
し
て
い
る
だ
け
で

す
が
、
長
寿
と
は
死
ぬ
ま
で
生
き
が

い
を
持
っ
て
、
は
つ
ら
つ
と
生
き
て

い
る
人
を
い
う
そ
う
で
す
。
日
本
は

す
で
に
世
界
一
の
長
命
国
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
抜
く

世
界
一
の
「
長
寿
国
」
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
験
を
ヒ
ン
ト
に

日
本
の
高
齢
社
会
の
こ
れ
か
ら
の
方

向
を
ご
一
緒
に
考
え
さ
せ
て
頂
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
次
総
会
後
の
懇
親
会
は
昨
年
に

続
い
て
、
親
し
み
や
す
い
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
で
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま

す
。
演
奏
は
三
井
住
友
海
上
管
弦
楽

団
の
有
志
五
人
で
編
成
さ
れ
た
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
ピ
ア

ノ
等
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。

「
三
井
住
友
海
上
管
弦
楽
団
」
は

一
九
九
一
年
に
結
成
さ
れ
、
三
井
住

友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
（
結
成

当
時
は
三
井
海
上
火
災
保
険
）
の
企

業
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
、
社
員

を
中
心
と
す
る
メ
ン
バ
ー
で
約
十
五

年
に
わ
た
り
演
奏
活
動
を
継
続
し
て

い
ま
す
。

昨
年
四
月
に
は
節
目
に
当
る
二
十

回
記
念
の
演
奏
会
と
し
て
、
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
で
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
作

曲
「
交
響
曲
第
九
番
合
唱
付
」
を
演

奏
し
ま
し
た
。
指
揮
に
は
国
内
外
で

活
躍
の
円
光
寺
雅
彦
氏
、
ソ
リ
ス
ト

に
日
本
の
オ
ペ
ラ
・
声
楽
界
を
代
表

す
る
四
名
の
方
を
招
き
、
社
内
公
募

で
結
成
し
た
三
井
住
友
海
上
第
九
合

唱
団
と
と
も
に
、
総
勢
四
〇
〇
名
で

大
成
功
を
納
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
日
常
の
活
動
と
し
て
、

数
々
の
社
内
行
事
へ
の
出
演
、
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
福
祉
施

設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
慰
問
演
奏
活
動

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も

社
員
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
愛
さ

れ
、
親
し
ま
れ
、
よ
り
質
の
高
い
音

楽
性
を
持
っ
た
管
弦
楽
団
と
し
て
の

活
動
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
陵
水
会
東
京
支
部
総
会
・

懇
親
会
で
演
奏
す
る
メ
ン
バ
ー
五
名

は
、
全
国
で
勤
務
す
る
一
〇
〇
名
の

団
員
か
ら
、
在
京
で
活
動
中
の
有
志

の
方
々
で
す
。
一
同
に
会
し
て
練
習

で
き
る
機
会
が
少
な
い
の
が
悩
み
と

か
。
し
か
し
、
各
人
が
余
暇
を
利
用
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介



し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
演
奏
曲
目
を
マ
ス

タ
ー
し
、
今
後
、
五
月
十
六
日
（
水
）

に
向
け
て
本
社
会
議
室
（
神
田
駿
河

台
）
で
合
同
練
習
を
重
ね
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。（
従
っ
て
、
演
奏
曲

目
は
当
日
発
表
）。

当
日
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
の
演
奏

で
あ
り
ま
す
。
お
楽
し
み
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
ぜ
ひ
、
会
員
諸
兄
の
温

か
い
ご
声
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
寺
井
与
利
雄
　
記
）

総
会
が
開
か
れ
る
ホ
テ
ル
日
航
東

京
へ
は
、
お
昼
過
ぎ
に
お
出
か
け
し

て
頂
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

開
会
ま
で
の
時
間
に
、
お
台
場
の

〝
江
戸
〞
か
ら
〝
未
来
〞
を
廻
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

「
お
台
場
海
浜
公
園
」
は
、
次
の

三
つ
の
公
園
の
総
称
と
し
て
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
台
場
公
園

（
港
区
台
場
）
、
お
台
場
海
浜
公
園

（
港
区
台
場
）、
潮
風
公
園
（
品
川
区

東
八
潮
）。

●
ま
ず
は
〝
江
戸
〞
か
ら
。

〝
台
場
〞
は
、
ペ
リ
ー
来
航
の
の

ち
、
外
国
艦
船
の
砲
撃
か
ら
江
戸
を

守
る
た
め
、
十
一
の
台
場
の
築
造
が

予
定
さ
れ
、六
つ
が
完
成
し
ま
し
た
。

今
は
、
第
三
台
場
と
第
六
台
場
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
台
場
公
園
は
昭
和

三
年
、
第
三
台
場
が
当
時
の
東
京
市

に
よ
っ
て
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

第
三
台
場
の
土
塁
か
ら
眺
め
て
連

想
さ
れ
る
の
は
函
館
五
稜
郭
で
す
。

そ
れ
は
砲
台
と
い
う
よ
り
は
、
小
振

り
な
城
郭
で
す
。
周
囲
に
廻
ら
さ
れ

た
土
塁
の
い
わ
ば
底
に
当
た
る
場
所

に
陣
屋
の
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
塁
の
う
ち
、
対
岸
の
浜
松
町
に
向

か
う
部
分
に
は
土
塁
が
切
り
離
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
先
に
は
荷
揚
げ
場

が
あ
り
、
そ
の
荷
揚
げ
場
か
ら
物
資

が
運
び
込
ま
れ
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。土

塁
の
内
側
を
利
用
し
た
四
ヶ
所

に
は
、
火
薬
置
場
も
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
土
塁
の
上
に
は
小
さ
な
二
つ
の

砲
座
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
砲

座
は
江
戸
当
時
の
も
の
で
は
な
い
、

と
の
説
明
書
き
が
か
な
り
離
れ
た
場

所
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
三
台
場
の
先
に
あ
る
第
六
台
場

は
植
物
や
野
鳥
の
宝
庫
と
い
う
こ
と

で
、
立
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

台
場
公
園
へ
の
通
路
沿
い
に
は
、

悲
し
い
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
関
東
大
震
災
、
そ
し
て
東
京
大

空
襲
の
際
、
こ
の
辺
り
に
は
多
く
の

被
災
者
の
遺
体
が
折
り
重
な
る
よ
う

に
流
れ
着
い
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
を

悼
ん
で
地
元
の
方
が
毎
年
供
養
し
て

い
ま
し
た
が
、
お
台
場
海
浜
公
園
が

整
備
さ
れ
た
際
、
最
後
の
法
要
が
営

ま
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

●〝
平
成
〞
に
。

お
台
場
海
浜
公
園
と
潮
風
公
園

は
、
お
台
場
地
区
の
整
備
が
終
了
し

た
の
ち
、
東
京
都
港
湾
局
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
た
「
平
成
の
公
園
」
と
い

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お
台
場
海
浜
公
園
に
は
、
ボ
ー

ド
・
ウ
ォ
ー
ク
も
整
備
さ
れ
、
将
来

の
桜
並
木
の
名
所
を
造
る
た
め
の
準

備
も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
台
場

海
浜
公
園
に
は
人
工
の
砂
浜
が
続
い

て
い
ま
す
。
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
こ

と
も
出
来
ま
す
。
休
憩
や
食
事
が
で

き
る
マ
リ
ー
ン
・
ハ
ウ
ス
に
は
、
缶

ワ
イ
ン
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。
四

百
円
で
す
。
洒
落
て
い
ま
す
ね
。
マ

リ
ー
ン
・
ハ
ウ
ス
を
越
え
て
す
ぐ

に
、
水
上
バ
ス
の
発
着
所
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
か
ら
浅
草
ま
で
直
接
に
行

く
こ
と
も
出
来
ま
す
。

水
上
バ
ス
の
発
着
所
を
越
え
る

と
、
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
は
見
晴
ら
し

の
よ
い
ス
カ
イ
・
ウ
ォ
ー
ク
に
変
わ

り
ま
す
。

ス
カ
イ
・
ウ
ォ
ー
ク
の
尽
き
る
辺

り
に
〝
自
由
の
女
神
像
〞（
レ
プ
リ

カ
）
が
あ
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
贈
ら

れ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
あ
る
自
由
の

女
神
像
へ
の
お
返
し
と
し
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
人
々
に
よ
り
、
フ

ラ
ン
ス
革
命
百
周
年
を
記
念
し
て
贈

ら
れ
た
の
が
、
パ
リ
・
セ
ー
ヌ
川
の

シ
ー
ニ
ュ
（
白
鳥
）
島
に
置
か
れ
て

い
る
自
由
の
女
神
像
で
す
。
こ
の
パ

リ
の
女
神
像
が
お
台
場
地
区
の
完
成

と
、
日
本
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
年
を

祝
っ
て
、
一
九
九
八
年
か
ら
九
九
年

の
間
こ
の
地
に
置
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
像
が
パ
リ
に
帰
っ
て
し
ま
っ
て
、

そ
こ
に
女
神
像
が
な
く
な
る
の
は
淋

し
い
、
そ
う
い
う
人
達
の
想
い
が
い

ま
あ
る
レ
プ
リ
カ
を
設
置
さ
せ
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

自
由
の
女
神
像
の
辺
り
か
ら
、
磯

釣
り
の
で
き
る
海
岸
へ
と
変
わ
り
ま

す
。
そ
こ
は
ホ
テ
ル
日
航
東
京
と
は

〝
目
と
鼻
〞
に
あ
た
り
ま
す
。

し
ば
ら
く
行
く
と
、
元
々
十
三
号

埋
立
地
に
設
置
さ
れ
て
い
た
十
三
号

地
公
園
を
拡
充
、
整
備
さ
れ
た
南
北

地
区
か
ら
な
る
潮
風
公
園
に
着
き
ま

す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
こ
と
も

で
き
（
事
前
予
約
が
必
要
、
料
金
無

料
）、
ま
す
。
ソ
ー
ラ
ー
発
電
な
ど

の
施
設
も
あ
る
未
来
志
向
の
公
園
で

す
。

●
そ
し
て
〝
未
来
〞
へ
。

船
の
科
学
館
の
は
す
向
か
い
に
位

置
し
て
い
る
の
が
、
毛
利
衛
宇
宙
飛

行
士
が
館
長
の〝
日
本
科
学
未
来
館
〞

（
江
東
区：

独
立
行
政
法
人
・
科
学

技
術
振
興
機
構
に
所
属
）
で
す
。

未
来
館
の
愛
称
は
、
未
来
が
い
っ

ぱ
い
詰
ま
っ
た
容
れ
物
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）。

そ
し
て
、
未
来
に
私
達
が
体
験
で
き

る
（
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
よ
う
に
な
る
世
界
に

触
れ
る
場
を
意
味
す
る
〝
み
ら
い
Ｃ
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Ａ
Ｎ
〞。

船
の
科
学
館
は
入
場
料
が
大
人
千

円
（
本
館
、
宗
谷
、
羊
蹄
丸
共
通
券
）、

月
曜
休
館
。
科
学
未
来
館
は
入
場
料

が
大
人
五
百
円
、火
曜
日
休
館
で
す
。

一
度
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

私
、
奥
村
は
陵
水
会
東
京
支
部
総

会
の
日
に
は
、
こ
の
前
時
間
が
な
く

な
っ
て
通
り
過
し
た
潮
風
公
園
南
地

区
に
あ
る
コ
ー
ス
ト
デ
ッ
キ
を
楽
し

む
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

潮
風
公
園
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ

れ
ば
コ
ー
ス
ト
デ
ッ
キ
に
は
「
島
の

日
曜
日
の
午
後
」
と
題
す
る
彫
刻
が

お
か
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
彫

刻
は
正
面
か
ら
と
横
か
ら
と
で
見
る

と
ま
っ
た
く
別
の
形
に
見
え
る
不
思

議
な
彫
刻
と
の
こ
と
で
す
。
ど
の
よ

う
な
彫
刻
な
の
か
楽
し
み
で
す
。

●
ア
ク
セ
ス

浜
松
町
か
ら
虹
１
の
都
バ
ス
に
お

乗
り
下
さ
い
。
出
来
ま
し
た
ら
バ
ス

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
お
乗
り
く
だ
さ

い
。
確
実
に
坐
る
事
が
出
来
ま
す
。

進
行
方
向
左
側
の
座
席
を
オ
ス
ス
メ

し
ま
す
。

他
に
新
橋
か
ら
の
ゆ
り
か
も
め
、

大
崎
、
新
木
場
か
ら
の
臨
海
線
、
さ

ら
に
は
日
の
出
桟
橋
な
ど
か
ら
の
水

上
バ
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
都
バ
ス
は

二
百
円
と
最
も
お
手
軽
で
す
。

脚
に
自
信
の
あ
る
方
は
レ
イ
ン
ボ

ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
歩
か
れ
る
こ
と
を
オ

ス
ス
メ
し
ま
す
。
所
要
時
間
は
三
十

分
ほ
ど
と
の
こ
と
。

お
台
場
側
の
降
り
口
は
、
台
場
公

園
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
バ
ス
や
ゆ

り
か
も
め
を
利
用
し
た
場
合
、
お
台

場
公
園
入
口
か
ら
歩
く
こ
と
を
考
え

る
と
、
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
渡

る
こ
と
が
極
め
て
合
理
的
と
も
い
え

ま
す
。

な
お
、
風
が
強
い
場
合
、
お
よ
び

午
後
五
時
以
降
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
念
の
た
め
。（

奥
村
勇
雄
　
記
）
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